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総合評価基本計画（分野別方針）事業名 実施計画
事業数

重点的方針

概要

・暫定整備を行ったＪＲ二宮駅北口駅前広場を、町民や通勤通学者、来町者にとって
の玄関口に相応しい駅前広場となるよう本格整備に向けて検証し、検討を行っていき
ます。
・二宮駅周辺地区について、商店街利用者、通勤通学者、来町者の誰もが安心して
安全に利用できるように、周辺の商店や地権者の協力を得てバリアフリー化を検討し
ます。

基本構想 交通環境と防災対策の向上

１．「二宮の顔」づくり＝駅北口整備
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課題
（箇条書き）

総
合
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Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き施策を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：施策を推進するためには、事業を改善する必要がある
Ｄ：施策全体を見直す必要がある

A

説明

・北口駅前広場は、現在のところ暫定整備にとどまっており、今後の本格整備に向けた検
討が必要である。

・駅前広場の送迎車両の対応や、交通環境の改善、景観形成の充実を図る必要がある。

意見等

【「二宮の顔」づくり＝駅北口整備】の項目の内、≪（２）起業支援≫については町全体の
商工業の振興課題となるため、【多様な観光メニューの開発による観光の振興】の≪（３）
中小企業への支援・・・商工業振興対策事業（NO.６１）≫への項目移動が適当である。事
業については、北口駅前広場の本格整備に向け、今後検討を行っていく必要がある。

方向性

・駅利用者の利便性を向上させるため、駅前町民会館の敷地を利用した整備計画策定の
中で、駅利用者自動車駐車場の整備や緑化による景観形成などを検討する。

◎最終評価者[庁内評価委員会]
Ａ：妥当性、有効性、効率性は良好のため、引き続き施策を推進する
Ｂ：妥当性・有効性・効率性は良いが、一部改善し推進する
Ｃ：施策を推進するためには、事業を改善する必要がある
Ｄ：施策全体を見直す必要がある

A


